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新潟市ひまわりクラブ 指導員行動規範 

 

○ ひまわりクラブにおいては、指導員の行動や言動は子どもや保護者に大きな影響を与える。したが

って指導員は、仕事を進める上での倫理を自覚して、自らを律し、指導内容の向上に努めなければ

ならない。 
 

○ 指導員に求められる倫理には、以下のようなことが考えられる。 
(1) 子どもの人権の尊重と子どもの性差・個人差への配慮に関すること 

  (2) 体罰等、子どもに身体的・精神的苦痛を与える行為の禁止に関すること 
  (3) 保護者との対応・信頼関係の構築に関すること 
  (4) 個人情報の取り扱いとプライバシーの保護に関すること 
  (5) 指導員としての資質の向上と相互協力に関すること 
  (6) 事業の公共性の維持に関すること 
 

○ ひまわりクラブの事業目的とその機能・役割から、求められる指導員の役割を整理すると以下のよ

うなことが考えられる。 
(1) 一人ひとりの子どもの状況を把握する。 
 ・一人ひとりの子どもの出席と帰宅の状況を確認する。 
 ・子どもの健康状態を把握し、必要な場合は適切な処置をし、保護者等に連絡をとる。 
 ・子どもの情緒、行動に配慮し、落ち着いて過ごせるようにする。 

  (2) 子どもの生活を、時間・空間の両面からとらえ、子どもの状況を把握しながら組み立てる。 
   ・屋内外ともに子どもが過ごす空間に配慮し、年齢にふさわしい生活と遊びの空間を創り出す。 
   ・子ども全体に共通する生活時間の区切りをつくり、その区切りを柔軟に活用しながら子ども自

身が見通しを持って円滑に過ごせるよう工夫する。 
  (3) ひまわりクラブで過ごす上で必要な基本的生活習慣を身に付けることを援助する。 
   ・着替えや手洗い、自分の持ち物の管理など身の回りのことについて援助しつつ習得させる。 
   ・子どもたちが集団の中で守るべきルールを理解し、求められる生活上の役割について協力・分

担して行えるように援助する。 
  (4) 遊びや諸活動を通じて、子ども一人ひとりの生活を支え、発達を促す。 
   ・遊べる環境・素材を用意し、子ども自身が創意工夫して活動できるように援助する。 
   ・子ども一人ひとりの居場所をつくることを心がけながら、子どもが自らの体験を通して学んで

いくことを援助する。 
   (5) 危険から子どもを守るとともに、子どもが自らを守りお互いを守る力を育てていく。 
   ・遊びや諸活動におけるリスク管理を適切に行い、子どもが周りの状況や自分の身体能力・体調

等を考えて危険回避できるように援助する。 
   ・けが等が生じた場合は、その状況や背景を把握して、子どもの気持ちに配慮した対応をする。 
   ・事故やけが等が発生した場合は、「新潟市ひまわりクラブの危機管理」に準じて速やかに対応

する。 
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  (6) 保護者との伝え合いを通じて、保護者が働く家庭の生活を支える。 
   ・ひまわりクラブでの子どもの様子を保護者等に伝えることにより、子どもをみる視点を保護者

等とひまわりクラブで補い合い、保護者が安心して子育てと就労を両立できるように支える。 
  (7) 地域社会の中で、子どもの生活が円滑に進められるようにする。 
   ・ひまわりクラブの子どもが、ひまわりクラブ以外の子どもと一緒に遊び交流できるように配慮

する。 
   ・ひまわりクラブが地域と交流できるように、保護者等と協力して地域の子どもや大人と触れ合

う機会を創り出すよう意識する。 
  (8) 学校や地域、その他関係機関との連携を図る。 
   ・下校時における子どもの安全や学校での状況にも配慮した上で、放課後を過ごせるように、学

校との日常的な連携を図る。 
   ・子どもの生活と発達の連続性が確保されるように、学校や関係機関との連携を深め、必要に応

じて子どもや保護者に援助を行えるようにする。 
   ・家庭環境や子どもの発達等のことで支援が必要となる場合には、事務局との連携のもと、市区

町村の担当窓口や児童相談所、その他の関係機関との連携を図り、子どもと保護者に必要な援助

を行えるようにする。 


















































